
下関都市計画市場の変更（下関市決定） 

 

１  都市計画市場中　３　下関市中央卸売市場を３　下関市地方卸売市場新下関市場・下関合同花き地方卸売市場に名称を改め、次のように変更する。 

２　都市計画市場中　４　下関合同花き地方卸売市場を廃止する。 

 
名　　称

位　　置 面　積 備　　考  
番　号 市場名

 

３
下関市地方卸売市場新下関市場・ 

下関合同花き地方卸売市場
下関市一の宮住吉三丁目 　約 6.0ha

計画取扱量 
野菜　5,000ｔ/年 
果実　1,000ｔ/年 
切花　9.0 億円/年 
鉢物　1.0 億円/年



 

理          由 

 

３　下関市地方卸売市場新下関市場・下関合同花き地方卸売市場 

本市場は、勝山地区にあり、青果物を取り扱う市民の台所として昭和 49 年（1974 年）に都市計画決定され、昭和 53 年（1978 年）に

現在の計画へと変更されています。 

このたび、青果市場と花き市場を同一敷地内に併設することで、一体的な取引が可能となり、市場買出人等の利便性の向上が図られ

るため、下関合同花き地方卸売市場の機能を下関市地方卸売市場新下関市場に移転し、下関市中央卸売市場の名称を「下関市地方卸売

市場新下関市場・下関合同花き地方卸売市場」に変更するものです。 

 

４　下関合同花き地方卸売市場 

下関合同花き地方卸売市場は、椋野地区にあり、山口県西部の花きを取り扱う山口県の基幹的な市場として、昭和 53 年（1978 年）に

都市計画決定されています。 

現在は、花き生産者の減少に伴う取扱量の減少や、施設の老朽化により、他の市場へ機能が移転されており、当該地での卸売市場と

しての機能は無く、今後、市場としての土地利用の計画がないことから、本市場を廃止するものです。 

 



新 旧 対 照 表 

 
旧　

新

名　　称

位　　置 面　積 備　　考  
番　号 市場名

 

旧３ 下関市中央卸売市場 下関市大字楠乃 約 6.0ha

昭和 60 年計画取扱量 
野菜　40,000ｔ/年 
果実　36,900ｔ/年

 

新３
下関市地方卸売市場新下関市場・ 

下関合同花き地方卸売市場
下関市一の宮住吉三丁目 約 6.0ha

計画取扱量 
野菜　5,000ｔ/年 
果実　1,000ｔ/年 
切花　9.0 億円/年 
鉢物　1.0 億円/年

 

旧４ 下関合同花き地方卸売市場 下関市大字椋野 約 0.4ha －

 

新－ － － － －


